
　今宮戎神社十日戎の奉納行事として、元禄時代に花街の誘客や商売繁盛を
祈願して始まった宝恵駕（ほえかご）行列。明治から昭和（戦前）にかけては、
100 挺もの駕が担がれ、盛大に賑わいました。現在は経済界や地元商店会など
の協力により、大阪の新春を彩る伝統行事として受け継がれています。
　今年は先頭に佳世子さんが芸妓を代表して駕に担がれ、歌舞伎俳優の中村
鴈治郎さん、上方落語協会会長の桂文枝さん、日本舞踊山村流宗家の山村友
五郎さん、OSK日本歌劇団トップスターの高世麻央さんらが続き、道頓堀から
今宮戎神社までの道のりを約 2 時間かけて練り歩きました。
　200 年以上も続くこの行事は、無形民俗文化財に指定されています。関西・
大阪 21 世紀協会 上方文化芸能運営委員会は、宝恵駕振興会実行委員会の実
施運営に携わっています。

　大阪・キタの賑わいづくりと水都大阪の再生をめざし、2004 年にはじまり今
年で 14 回目。午後 3 時から堂島薬師堂（大阪市北区）で奈良薬師寺の村上太胤
管主らによる節分法要が行われ、薬師寺で祈祷された「お香水（こうずい）」を
参拝者の竹筒護符に汲み分ける「お水汲み」が行われました。夕刻からは隣接
する堂島アバンザの特設舞台で、薬師寺僧侶たちによる日本の歌謡の原点とい
われる「声明（しょうみょう）」が行われ、招福、無病息災、商売繁盛が祈願されま
した。その後、北新地芸妓衆による舞の奉納や北新地ホステスたちによる「お化
け（仮装）」が行われ、堂島薬師堂の弁財天の化身といわれる「龍」とともに、総
勢 150 名の大行列が北新地へと繰り出しました。協会の堀井良殷理事長は、こ
の行事の共同実行委員長を務めています。

　文化・芸術・スポーツなどの分野で活躍し、関西から日本
を元気に明るくした人や団体などへ、感謝と一層の活躍を期
待して贈られる「関西元気文化圏賞（関西元気文化圏推進協
議会・森詳介会長、関西・大阪21世紀協会も構成員の一員）。
その贈呈式が文化庁芸術祭賞贈呈式と合同で行われ、和歌
山県九度山町長の岡本章氏に特別賞が贈られました。
　岡本氏は、人口４千人余の九度山町を活性化させるため、
全国の関係者とNHK に対し大河ドラマ「真田丸」の誘致活動
に取り組み、和歌山県や関西ゆかりの地の知名度向上に貢
献しました。また、住民が主体となって多彩な活動を展開し、

同町の真田ミュージアムの来館者は 2016 年 11月に 20 万人
を突破。その活動は、地域活性化のモデルケースとして注目
されました。贈呈式には、ミュージカルで真田幸村役を数多く
演じてきた元 OSK日本歌劇団のトップスター桜花昇ぼるさん
が幸村の舞台衣裳で駆けつけ、共に受賞を喜びました。平成
28 年度の各賞受賞者は次の通り。
大賞：京都鉄道博物館、特別賞：岡本章（和歌山県九度山町
長）、ニューパワー賞：高橋礼華・松友美佐紀ペア（バドミン
トン選手）、リオ五輪 400メートルリレー銀メダルチーム、び
わ湖ホール四大テノール。（敬称略）
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現代の鯛釣りの疑似餌
 “鯛ラバ”

轟 と々激流が流れる佐賀関に
漕ぎ出した当時の舟
命懸けであったことがわかる

佐賀関灯台の上部から激流の高島を遠望する

「鯛立て釣り用擬餌鈎」
当時はこんな擬似餌が使わ
れていた（釣技百科より）

　真鯛が棲息する北限の津軽海峡から南限の屋久島まで、
全国各地で人気沸騰の「鯛ラバ釣り」。釣り方は簡単で、餌を
つけずに疑似餌を海底まで落としてただ巻き取るだけ、はじめ
て釣りをする女性や子どもでも手軽に百魚の王と崇められる
真鯛を手にすることができるのが魅力です。この疑似餌、ブ
ラックバス釣りのルアー「ラバージグ」に似ていることから、真
鯛のラバージグを略して「鯛ラバ」と呼ばれるようになりました。
　私がはじめてこの鯛ラバ釣りに出会ったのは、今から15年
前の鳴門でした。当時、“鯛は海老で釣るもの”と相場が決
まっていましたから、餌をつけないこの疑似餌釣りとの出会い
は衝撃でした。しかも餌を食い千切る「餌取り」に邪魔をされる
ことも少なく、本命だけを効率良く狙う漁具だったのです。漁
師は鉛を打った「ビシマ糸」を用いて軽い疑似餌を海底に沈
める手繰り釣りでした。われわれは細くて強いハイテク素材の
PEライン（ポリエチレン製の釣糸）をリールで巻き取る釣り方
を編み出し、広く提案しました。かくして「鯛ラバ」を落とし、ハン
ドルを巻くだけという簡単な操作で、誰もが鯛釣りを楽しむこと
ができるようになったのです。真鯛の他にも、マハタやガシラ

（カサゴ）、アコウ、ホウボウなどの根魚に加え、マゴチ、タチウ
オ、スズキ、ブリなどの高級魚まで釣れることがわかりました。

「鯛立て釣り用擬餌鈎」
　この疑似餌による鯛釣りの発祥を辿る貴重な文献を見つ
けることができました。朝日新聞社の記者で釣魚欄を担当して
いた松崎明治氏が昭和17年に著した名著『釣技百科』（朝
日新聞社）です。松崎氏によればこの疑似餌釣りの発祥地
は、関アジ・関サバで知られる大分県の佐賀関でした。当時
は「鯛立て釣り用擬餌鈎」と呼んでいたようで、昭和の初頭に
関東の釣り師もこの疑似餌釣りに憧れていたことが次のよう
に記されています（原文は旧仮名遣い）。

　鯛擬餌の発祥については、各地でいろいろ先陣争い
や元祖争いが喧伝されているが、現今の瀬戸内海の西
南端大分県佐賀関漁師に使用され、各地の鯛仲間でよ
く話題になる海藻「ウミトラノヲ」については、大正三年八
月発行の水産研究誌第九巻第八号に明治末期に創案
された旨の興味ある報告が残されている。（中略）四、五
年前（大正三年より）大分県北海部郡佐賀関町字宇須
賀の漁夫、黒岩國松なるもの鯛一本釣の為、近海に出
漁中、たまたま飼料（小蝦 コエビ）の欠乏を告げ、当惑の
折から、応急手段として有り合わせの「ウミトラノヲ（方言は

タコ藻）」を鈎に装餌し（佐賀関地方で
は小蝦を漁船の活間〈イケマ〉に蓄え
るのに「ウミトラノヲ」等の海藻をともに
入れ置く常習があった）釣りを試みたる
に意外にも鯛の掛かり宜しく、小蝦と

ほとんど変りなき漁獲があった。以来黒岩氏はこの漁のこ
とを秘密に行ってきたが、同人の漁獲高が常に他に優り、
しかもいつも別段餌を購入する模様がないため、遂に彼は
他人の飼料を窃取するにあらずとの嫌疑を受けることに
なった。また、同業者の間で彼の漁法を怪しんで、これを探
知しようと努めるものがあり、いつとなく多数に伝搬し各自
内密に使用し、彼の死後一般に
発表するに至った（黒岩國松氏 
大正三年六月三日暴風雨の時
近海出漁中遭難溺死）。

　さらに本誌125号で紹介した「テ
グス行商船」がこの釣りを瀬戸内海
沿岸の各漁港や和歌山の加太へ伝
え、そこから雑賀の漁師が東海から
関東まで伝播したのです。

黒岩國松氏の足跡を辿って
　この本を貪り読み、明治時代にカブラに海藻をつけ、疑似
餌でマダイを釣った黒岩國松名人の足跡を訪ね、佐賀関を
訪れました。佐賀関漁協に伺い、地元で名人と呼ばれる鯛の
一本釣り漁師を紹介してもらう機会を頂いたのです。黒岩國
松さんのことを伺うと「その名前は親父から聞いたことがある。
かなりの名人だった」といいます。佐賀関は江戸時代より真鯛
の好漁場として名高く、早い潮流を利用して、活魚を大阪の
雑魚場に卸したことでも有名です。
　佐賀関大分支所には、当時の「関の一本釣り和船」を復
元した小舟が展示されていました（写真）。黒岩國松名人もこ
んな小舟で漁場まで漕ぎ出したと思いますが、佐賀関灯台沖
は轟 と々潮が流れる海域です。一度、海が荒れれば、命がけ
の操業だったことが分かります。かくして一本釣り漁師が編み
出した和製ルアー釣りは、海を隔てた韓国でも大きなブーム
になりつつあります。釣りは日本が誇る貴重な文化です。一本
釣り漁師の創意工夫から生まれた日本の釣り文化、釣魚料
理など、関西には埋もれた
文化資源がまだまだ残され
ています。

関西・大阪文化考連 載

〝鯛ラバ釣り〟のルーツを求めて

関西釣り文化を探る （第3回） 佐々木 洋三

今宮戎神社宝恵駕行列への助成・協力
2017年1月10日／大阪ミナミ（道頓堀～今宮戎神社）
関西・大阪21世紀協会 上方文化芸能運営委員会

　関西・大阪 21 世紀協会は、上方の文化芸能や伝統行事などの実行委員会に参画し、無形文化遺産の
保護・育成に向けて活動しています。
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200 年の歴史をもつ賑やかな伝統行事

堂島薬師堂節分お水汲み祭り
2017年2月3日／堂島薬師堂・曽根崎新地一帯
主催：堂島薬師堂節分お水汲み祭り実行委員会

2017年1月23日／リーガロイヤルホテル大阪

北新地に福を呼び込む早春行事

名著『釣技百科』（昭和17年10月 朝日新聞社 
発行）朝日新聞記者で釣魚欄を担当していた松
崎明治さんが著したもの
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